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１．研究計画の概要 

患児に説明するために画面提示する医療
処置器具をリアルなまま見せるのかイラス
トのような CG で見せるかによって，恐怖
感・不安感は大きく異なる．つまり，インフ
ォームドアセント用ツールを構成するデザ
イン要素によって患児の心への負担は大き
く異なるのである． 

そこで本研究では，恐怖感・不安感をコン
トロールできるデザイン要素を明らかにす
ることを目的とし，非接触型アイマークカメ
ラを使った実験を行い，そこから得られたデ
ザイン要素をツールに組み込むことで，画面
表示する医療処置器具をイラストからリア
ルへと自由にカスタマイズでき，患児の年
齢・発達・状況に最適化できるインフォーム
ドアセント用ツールを開発し，医療現場に無
料ダウンロード提供する． 

 

２．研究の進捗状況 

以下のとおりである． 

 

①中心静脈カテーテルに関するインフォー
ムドアセント用ツール“Kizuna”のプロトタ
イプを完成させ，医療現場で検証実験に入っ
た．“Kizuna”は，CV カテーテルを挿入す
る患児への説明用ツールであり，インタラク
ティブな操作が可能である．コンテンツは，
CV カテーテルを挿入済みの患児に対して挿
入前後の疑問点等を集約し実装した． 

CV カテーテル本体の説明と身体に挿入し
た時の状態説明，消毒のシーン等において，
イラストからリアルまでの 5 段階で表示でき
るように設計した． 

デザイン要素の組み合わせによって 5段階
表示することで，患児の恐怖感・不安感を考

慮した説明が可能かどうか，静岡県立こども
病院において倫理委員会を経て実験に入っ
た． 

 

②CV カテーテル用プレパレーション・ツー
ル“Kizuna”のプロトタイプを用いて，北里
大学病院小児病棟での使用実験，および静岡
県立こども病院での継続的な使用により，そ
の有効性を明らかにした．また，各病院のフ
ィードバックによって得られた知見をデザ
インに生かしてバージョンアップした． 

画面上で伝えるべき情報となる「要点箇所
の視認性を促進するためのデザイン要素」と
「人が痛みを感じるレベルを変化させるた
めのデザイン要素」を明らかにし，その要素
を画面説明箇所に組み込んだツールとして
更にバージョンアップした． 

「説明者（＝看護師）」と「聞き手（＝患
児） 」によるプレパレーション時において，
理解へと導くためには，先ず説明したい要点
箇所の視認性を高める必要があるため，入院
患児を対象とした実験の代替として，理解度
の高い側から低い側へ説明し理解を図る状
況を「説明者（＝画家）」と「聞き手（＝素
人）」による対話型鑑賞法によって実験を行
った． 

この実験結果から，写真を元に単色でベタ
塗りにした画像を作成し，その加工画像を元
の写真のレイヤー上に重ねて透明度のみを
変化させる画像表示機能が有効であること
を明らかにし，患児が感じる痛みと情報の真
実味のバランスコントロールする機能を 10

段階に増やして実装した． 

本ツールは，看護医療関係者に限定し，チ
ャイルドライフ・デザインの HP から無料ダ
ウンロード提供を開始した． 
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本ツールは，第 3 回キッズデザイン賞（主
催：NPO 法人キッズデザイン協議会，後援：
経済産業省）のリサーチ部門において受賞し
た． 

これとは別に，プレパレーションを実施す
る看護師に患児が信頼をおいていなければ，
いかに有効なツールを開発しても効果的な
運用はできないと考えて，看護師と患児の関
係を密にするためのツール“Kimito”を開発
した． 

本ツールは，第 3 回キッズデザイン賞（主
催：NPO 法人キッズデザイン協議会，後援：
経済産業省）のキッズセーフティ部門におい
て受賞した． 

 

③不安感を軽減するためのデザイン要素を
明らかにしている次の段階として，画面全体
のデザイン構成要素を明らかにするために
明日手術を行う患児を対象に北里大学病院
において非接触型アイマークカメラ 2台を用
いて実験を行った． 

看護師が見るプレパレーション用ツール
画面の視線移動とその説明を聞いている患
児の視線移動をシンクロさせて比較するこ
とで，場面を構成するデザイン要素とその制
御方法を明確にするためである．比較分析は，
7 画面で行った． 

この実験結果から，看護師は事前に説明の
シナリオを考えているため，その箇所を重点
的に見たが，患児は予備知識がないため見る
個所が定まりにくかった．注射や手術など自
分の身体に関わる場面においては，患児は急
激に文字情報よりも視覚情報を重要視する
傾向があっため，治療や処置の場面は他の場
面よりも重点的に視覚情報を描写する必要
がある．患児が不安感を抱いている場面では，
母親に対する期待値が高まるため，「母親を
大きく表示する」，「画面上の母親にアクショ
ンを起こさせる」，「母親の音声を再生する」
などにより，プレパレーション効果を高める
ことができる． 

看護師は，声によって患児の視線移動を促
すだけでなく，マウスの操作によって視線移
動を促すことが重要であり，そのための効果
的なデザインが必要である．等々の知見を得
ることができた．そこで，これらをデザイン
要素として，前年度開発した“Kizuna”に組
み込みバージョンアップした． 

現在，別のデザイン要素を制御することで
恐怖感・不安感を更に詳細にコントロールで
きると考えて，その効果を検証するための実
験ツールの開発に着手している． 

これとは別に，子どもの心理状態に適した
段階でプレパレーションが実施できるタイ
ミングを図るためのツールの開発にも着手
した． 

 

３．現在までの達成度 

恐怖感・不安感をコントロールできるデザ
イン要素を組み込んだツールの開発まで行
い，更に改良を加えている段階にあり，当初
の計画どおりに達成されている． 

バージョンアップした“Kizuna”は，チャ
イルドライフ・デザインの HP にて看護医療
関係者に対して無料ダウンロード提供を実
施し，随時評価を得ている．
（http://childlife-design.com/）． 

 

４．今後の研究の推進方策 
既に着手している，別のデザイン要素を制

御することができる実験ツールを完成させ
て分析する．その結果から得られた知見をデ
ザイン要素としてツールに組み込んで既に
無料ダウンロード提供している“Kizuna”に
対する現場からの評価をフィードバックし
て，最終版のツールとして完成させる．同様
に HP から無料ダウンロード提供を行う． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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